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隼
人
の
楯
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
　
森
　
友
　
子

　
は
じ
め
に

　

古
代
の
法
典
で
あ
り
、
九
〜
十
世
紀
の
律
令
行
政
や
朝
廷
の
政
務
・
儀
式
等
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
『
延
喜
式
』
に
は
、
朝
廷
で
の
隼
人
の
奉
仕
に
関
す
る
規
定
を
載

せ
る
（
巻
二
十
八
、
兵
部
省
、
隼
人
司
）。
そ
の
中
に
は
大
儀
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
、
元
日
朝
賀
や
天
皇
の
即
位
式
、
蕃
客
入
朝
な
ど
の
儀
式
に
お
い
て
隼
人
が
楯

や
桙
を
持
っ
て
奉
仕
す
る
規
定
が
存
在
す
る
。

　

そ
の
楯
が
平
城
宮
の
第
十
四
次
調
査
に
お
い
て
、
西
南
隅
の
方
形
縦
組
の
井
戸

（
Ｓ
Ｅ
一
二
三
〇
）
の
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
る
か
た
ち
で
見
つ
か
っ
た
（
１
）。
古
代
史
料

に
載
る
盾
の
実
物
が
出
土
す
る
の
は
非
常
に
珍
し
く
、
隼
人
の
楯
は
国
立
文
化
財
機

構
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も
な
っ
て
い
る
有
名
な
盾
で
あ
る
。

　

隼
人
の
楯
に
関
す
る
論
考
に
は
、
①
出
土
し
た
隼
人
の
楯
の
基
礎
デ
ー
タ
を
紹

介
し
た
坪
井
清
足
氏
の
論
考
（
２
）。
②
南
九
州
や
南
西
諸
島
の
祭
祀
や
儀
礼
の
検
討
か

ら
、
隼
人
の
楯
に
記
さ
れ
た
逆
Ｓ
字
文
は
、
隼
人
の
故
地
で
、
姿
を
隠
し
、
人
間
を

超
え
る
能
力
を
与
え
る
と
と
も
に
心
身
の
清
浄
と
護
持
の
媒
体
の
役
割
を
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
蔓
草
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
﨑
田
一
郎
氏
の
論

考（３
）。
③
隼
人
の
楯
の
用
い
ら
れ
る
場
が
大
儀
だ
け
で
は
な
く
大
嘗
祭
で
も
用
い
ら
れ

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
隼
人
が
大
儀
で
楯
や
槍
を
も
つ
こ
と
は
、
大
嘗
祭
で
隼
人

が
歌
舞
を
奏
す
る
服
属
の
儀
礼
と
同
義
で
あ
る
こ
と
。
隼
人
の
楯
に
用
い
ら
れ
た
三

角
文
・
渦
巻
文
は
隼
人
固
有
の
文
様
と
い
え
な
い
ば
か
り
か
、
古
代
に
は
普
遍
的
に

見
い
だ
せ
る
文
様
で
、
赤
色
は
朱
鳥
や
朱
雀
門
と
同
じ
性
格
を
持
つ
、
南
方
の
守
護

神
的
観
念
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
隼
人
の
呪
力
の
効
果
を
高
め
る
と
の
意
識
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
論
じ
た
中
村
明
蔵
氏
の
論
考
（
４
）が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
隼
人
の
楯
に
関
し
て
多
角
的
に
検
討
し
た
の
は
中
村
論
文
で
あ

る
が
、
古
代
史
料
に
み
る
盾
や
出
土
し
た
古
代
の
盾
の
中
で
隼
人
の
楯
を
位
置
づ
け

る
と
い
う
視
点
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
古
代
史
料
に
み
る
盾
や
出
土

し
た
古
代
の
盾
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
隼
人
の
楯
の
特
色

や
古
代
の
盾
の
中
で
の
隼
人
の
楯
の
位
置
を
明
ら
か
に
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
古
代
史
料
で
タ
テ
は
「
楯
」
や
「
盾
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

史
料
に
登
場
す
る
タ
テ
は
史
料
通
り
の
漢
字
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
は
、「
楯
」
は

本
来
的
に
は
木
製
の
タ
テ
を
示
す
漢
字
で
あ
る
た
め
、「
盾
」
の
字
を
使
用
す
る
。

一
章
　
古
代
の
盾
に
関
す
る
基
礎
的
整
理

　

ま
ず
本
章
で
は
、
古
代
史
料
に
み
る
盾
と
出
土
し
た
古
代
の
盾
に
つ
い
て
整
理
し

て
い
き
た
い
。

　
第
一
節
　
史
料
に
み
る
古
代
の
盾
の
用
途

　

古
代
史
料
の
盾
が
登
場
す
る
記
事
を
見
て
い
く
と
（
表
１
参
照
）、
用
途
と
し
て
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記　事 楯の性格 セット 材質 記　事　内　容 出　典 備　考
１ 神代下９段１書第２ 神への幣 皮ヵ オオアナムチ神のために百八十縫の白楯を供造 日本書紀 書紀＝720年撰進

２ 楯縫郡 神への幣 桙 御子天御鳥命が楯部として天下り、大神の宮の威儀の楯を造り始め、
今に至るまで、楯を造って皇神たちに奉る。よって楯縫という。 出雲国風土記 風土記＝713年編纂

３ 意宇郡 楯縫郷＝布都怒志命が天の石楯を縫い直したところ。 出雲国風土記
４ 日神の石窟幽居 神への幣 矛 手置帆負・彦狭知の神に御笠や矛・楯を作らせる。 古語拾遺 天照大神への捧物。
５ 造祭祀具の斎部 神への幣 矛 天富命に斎部の諸氏を率いて神宝、鏡・玉・矛・盾…を作らせる。 古語拾遺 神宝＝鏡・玉・矛・木綿・麻
６ 即位大嘗祭 儀仗 矛 饒速日命、内物部を帥て矛・盾を造り備える。物部矛・盾を立てる。 古語拾遺 古語拾遺＝807年成立。
７ 倭人伝 武器 矛・弓 兵には矛・楯・木弓を用いる。 魏志
８ 崇神９. ３. 戊寅 神への幣 矛 赤楯・矛を墨坂神に、黒楯・矛を大坂神に祠る。 日本書紀 古事記中巻（崇神）にも

９ 垂仁39.10 神宝 楯部、倭文部…を五十瓊敷皇子に賜う。 日本書紀 五十瓊命＝（石上）神宝を掌
る

10 成務５．９ 身分の表象 矛 諸国の国郡に造長、県邑に稲置をたて、盾矛を賜って表とする。 日本書紀
11 仁徳12・７・癸酉 的 鉄 高麗国、鉄の盾・鉄の的を貢る。 日本書紀
12 仁徳12・８・己酉 的 鉄 高麗の客を朝に饗し、群臣と百寮に上記の盾・的を射させる。 日本書紀
13 雄略18. ８. 戊申 武器 聞物部大斧手は楯によって朝日郎の矢から物部目大連を守る。 日本書紀
14 用明２. ４. 丙午 武器 弓箭 皮 大伴毗羅夫連は手に弓箭・皮楯を執って大臣を守護する。 日本書紀
15 崇峻即位前 天皇の楯 日本書紀

16 推古11.11 儀仗 靫 大楯及び靫を作り、又旗幟に絵く。 日本書紀 639年。元日朝賀ヵ＋小墾田
宮

17 天智３．２. 丁亥 身分の表象 弓矢 伴造等の氏上には干楯・弓矢を賜う。 日本書紀 大氏・小氏の氏上は大刀・小
刀

18 天武１. ７. 壬辰 武器 木 道路の橋の板を解いて楯に作り京の辺の衢にたてて守る。 日本書紀 672年
19 持統２.11. 戊午 楯節舞 天武の殯宮で楯節舞が奉られる。 日本書紀 688年
20 持統４. １. 戊寅朔 儀仗 物部麻呂が大盾を立てる。 日本書紀 690年。即位＋元日朝賀
21 文武２.11. 己卯 儀仗 桙 大嘗祭で立てられる。 続日本紀 698年
22 和銅元年 儀仗？ 鞆 ますらおの鞆の音すなり　もののふの大臣　楯立つらしも 万葉集 万葉集１−76
23 神亀１.11. 己卯 儀仗 石上朝臣・榎井朝臣ら内物部を率いて神楯を斎宮の南北の門に立てる 続日本紀 724年。大嘗祭
24 天平３.12.20 儀仗 桙 衛門府の移により、大楯と桙を修理（造兵司） 平城宮木簡
25 天平13. ２ 枕詞 楯並めて　泉の川の　水脈絶えず　仕えまつらむ　大宮処 万葉集 万葉集20−3908
26 天平14. １. 丁未朔 儀仗 槍 石上・榎井両氏、始めて大楯・槍を立てる 続日本紀 元日朝賀
27 天平16. ２. 甲寅 儀仗 恭仁宮の高御座と大楯を難波宮に運ぶ。 続日本紀 恭仁宮＋元日朝賀
28 天平16. ３. 甲戌 儀仗 槍 石上・榎井両氏、難波宮の中外門に大楯と槍を立てる 続日本紀 難波宮
29 天平17. １. 己未朔 儀仗 槍 大伴・佐伯宿禰、大楯・槍を立てる。 続日本紀 745年。紫香楽宮＋元日朝賀
30 天平17. ６. 庚子 儀仗 槍 宮門に大楯を立てる。 続日本紀 平城宮
31 天平勝宝４. ４ 楯伏舞 天皇が東大寺で設斎大会、久米舞、楯伏…などの歌舞あり 続日本紀 752年
32 天平勝宝〜天平宝字 天皇の楯 大君の醜の御楯と出で立つわれは 万葉集 万葉集20−4373
33 宝亀２.11. 癸卯 儀仗 桙 石上・榎井朝臣、神楯・桙を立てる。 続日本紀 771年。大嘗祭
34 延暦４. １. 丁酉朔 儀仗 桙 石上・榎井二氏、楯・桙を立てる。 続日本紀 785年。長岡宮＋元日朝賀
35 親王一品 葬具 親王１〜４品＝楯７枚、太政大臣＝楯９枚（葬を守るため） 養老令
36 親王一品古記 葬具 戈 方相は熊皮を蒙り、戈を執り楯を揚げ轜車を導く。 令集解巻40

37 因幡国伊福部臣古志 身分の表象 槍
大刀 伊福部の祖は、成務天皇の代に国造に定められ楯・槍・大刀を賜った。 因幡国伊福

部臣古志 ８世紀末の成立

38 大儺式 儀仗 戈 大儺において方相は右に戈を左に楯を執り、戈で楯をうつ。 内裏式中

39 祈年祭官幣 神への幣 槍鋒 木 神祇官祭神737座に各楯１、槍鋒１竿。（幣を案上に奠る神304座には＋
弓１張・靫１口） 延喜式巻１

40 大忌 神への幣 槍鋒 広瀬社に楯１枚、御県の６座、山口14座に槍鋒１口、楯１枚 延喜式巻１
41 月次 神への幣 槍鋒 木 神304座に楯１枚、槍鋒１竿。 延喜式巻１
42 新嘗 神への幣 槍鋒 木 社198所に楯１枚、槍鋒１竿。 延喜式巻１
43 貞観７. ４.17 神への幣 桙 天皇が石清水八幡宮に楯桙…種々の神財を奉る。 三代実録
44 貞観７. ９. ５ 国家の大楯 三代実録
45 元慶５. ４.25 武器 槍 元慶２年に出羽国で夷虜が楯52枝、槍181竿を焼盗。 三代実録

46 祭料楯板 神への幣 木 祈年・月次・神今食、新嘗等の祭料の楯の板等の木は五畿内諸国の百
姓が採り進める。 延喜式巻３

47 神への幣 木 供神料の楯（長さ３尺６寸、広さ８寸、厚さ４分）は長功１人日に40枚。延喜式巻34 木工寮で作られる。
48 神宝 神宝 桙 伊勢大神宮の神宝21種…楯24枚、桙24竿。 延喜式巻４
49 相殿 神宝 戈 度会宮相殿の神宝ヵ戈２竿、楯２枚。 延喜式巻４

50 祭料 神への幣 （槍） 斎宮の祈年祭で大社17座、小社９８座に楯１枚。大社の御内神には＋
槍２竿。 延喜式巻５

51 神楯戟 儀仗 戟 皮 大嘗祭の南北の門に建てる神楯４枚、戟８竿。 延喜式巻７
52 神楯戟 儀仗 戟 朱雀・応天・会昌等の門に建てる大楯６枚、戟12枚。 延喜式巻７
53 大嘗会 儀仗 戟 皮 践祚大嘗会に新造する神楯４枚（丹波国楯縫氏造） 延喜式巻49 長さ１丈２尺４寸

54 大門楯 儀仗 戟 大門に建てる楯６枚、戟12竿は破損したら衛門府の移により兵庫寮が
修理。 延喜式巻49

55 班幣 神への幣 槍 神祇官諸神に幣帛…楯１枚、槍１竿。 延喜式巻７

56 班幣 儀仗 戟 大嘗宮の南北の門に立てる神楯・戟は祭が終了したら左右衛門府に収
納。 延喜式巻７

57 広瀬大忌祭 神への幣 戈 五色物（軍の物）楯・戈。 延喜式巻８
58 龍田風神祭 神への幣 戈 五色乃物（軍の物）楯・戈。 延喜式巻８
59 甲楯 武器 車駕巡幸に須いる甲楯は兵庫に収蔵されている。 延喜式巻45
60 追儺 儀仗 桙 延喜式巻13
61 大儀 儀仗 槍 木 元日・即位・蕃客入朝等の大儀で隼人が楯と槍を執る。 延喜式巻28
62 威儀 儀仗 槍 木 威儀に須いる所の…、楯180枚、木槍180竿。 延喜式巻28 隼人の楯

表１　楯関係記事
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は
①
武
器
、
②
神
へ
の
幣
、
③
神
宝
、
④
身
分
の
表
象
、
⑤
儀
仗
、
⑥
葬
具
の
六
つ

に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
以
下
、
こ
の
六
つ
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
武
器
と
し
て
の
盾
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
倭
人
伝
に
「
兵
用
二
矛
楯
木
弓
一
」

と
あ
り
、
日
本
列
島
で
も
少
な
く
と
も
三
世
紀
に
は
、
武
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
日
本
書
紀
』
を
見
る
と
「
以
二
赤
盾
八
枚
・
赤
矛
八
竿
一
、
祠
二
墨
坂
神
一
。
亦

以
二
黒
盾
八
枚
・
黒
矛
八
竿
一
、
祠
二
大
坂
神
一
。」（
書
紀
、
崇
神
九
年
三
月
戊
寅

条
）、「
令
二
祠
官
一
、
卜
三
兵
器
為
二
神
幣
一
、
吉
之
。
故
弓
矢
及
横
刀
納
二
諸
神
之

社
一
（
中
略
）
蓋
兵
器
祭
二
神
祇
一
、
始
興
二
於
是
時
一
也
」（
垂
仁
二
十
七
年
八
月

己
卯
条
）
と
あ
り
、
盾
な
ど
の
武
器
が
神
へ
の
幣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
同
じ
垂
仁
紀
に
は
「
五
十
瓊
敷
命
、
居
二
於
茅
渟
菟
砥
川
上
宮
一
、
作
二
劔

一
千
口
一
。（
中
略
）
藏
二
于
石
上
神
宮
一
也
。
是
後
命
二
五
十
瓊
敷
命
一
、
俾
レ
主

二
石
上
神
宮
之
神
寶
一
。〈
一
云
、（
中
略
）
是
時
、
楯
部
・
倭
文
部
・
神
弓
削
部
・

神
矢
作
部
・
大
穴
磯
部
・
泊
橿
部
・
玉
作
部
・
神
刑
部
・
日
置
部
・
大
刀
佩
部
、
并

十
箇
品
部
、
賜
二
五
十
瓊
敷
皇
子
一
。
其
一
千
口
大
刀
者
、
藏
二
于
忍
坂
邑
一
。
然

後
從
二
忍
坂
一
移
之
、
藏
二
于
石
上
神
宮
一
。
是
時
神
乞
之
言
、
春
日
臣
族
、
名
市

河
令
レ
治
。
因
以
命
二
市
河
一
令
レ
治
。
是
今
物
部
首
之
始
祖
也
。〉（〈　

〉
内
は
割

書
を
示
す
）」（
垂
仁
天
皇
三
十
九
年
十
月
条
）
と
、
五
十
瓊
敷
命
の
作
っ
た
剣
が
石

上
神
宮
の
神
宝
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
五
十
瓊
敷
命
に
は
楯
部
・
神
弓
削
部
・
神
矢

作
部
な
ど
武
器
に
関
係
す
る
部
民
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刀
剣
や
楯
、
弓

矢
と
い
っ
た
武
器
は
神
へ
の
幣
で
あ
る
と
同
時
に
神
宝
で
も
あ
る
と
い
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

『
延
喜
式
』
神
祇
・
祝
詞
の
広
瀬
大
忌
祭
条
に
は
「
奉
る
宇
豆
の
幣
帛
は
明
妙
、

照
妙
（
中
略
）
五
色
の
物
（
軍
い
く
さの

物
）
は
楯
・
戈
・
御
馬
」
と
見
え
、
龍
田
風
神
祭

の
祝
詞
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
平
安
時
代
に
は
神
宝
と
し
て
の
武
器
は
楯
・

戈
・
馬
と
い
う
認
識
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
広
瀬
・
龍
田
祭
の
初
見
は
い
ず
れ
も

天
武
四
（
六
七
五
）
年
四
月
で
、
こ
の
両
祭
は
班
幣
（
祈
年
祭
）
の
直
接
的
原
型
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
５
）。
ま
た
、
そ
の
祝
詞
も
大
宝
令
制
定
以
前
の
律
令
制
形
成

期
の
成
立
で
あ
る
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
（
６
）、
神
宝
と
し
て
の
武
器
が
楯
・
戈
・
馬

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
七
世
紀
後
葉
の
天
武
も
し
く
は
持
統
朝
に
登
場
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

次
に
身
分
の
表
象
と
し
て
の
盾
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
大
津
透
氏
は
、
全
国
の
古

墳
か
ら
出
土
す
る
三
角
縁
神
獣
鏡
の
問
題
や
、
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
な
ど
の
例
か
ら
、

垂
仁
二
十
七
年
八
月
己
卯
条
を
「
あ
る
段
階
か
ら
地
方
豪
族
に
鏡
に
代
わ
っ
て
刀
剣

が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
が
神
宝
と
し
て
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
」
と
し
、
ま
た
、
地
方
豪
族
は
服
属
の
証
と
し
て
神
宝
を
献
上
す
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
れ
が
石
上
神
宮
の
「
神
府
」
に
お
さ
め
ら
れ
た
と
す
る
（
７
）。
祈
年
祭
の

幣
帛
の
品
目
に
、
か
つ
て
国
造
に
対
す
る
神
宝
の
賜
与
・
交
換
を
継
承
し
た
ら
し
い

武
器
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
祈
年
祭
の
班
幣
儀
礼
に
は
、
地
方
の
神
を
天
皇
に
服

属
さ
せ
る
意
図
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
８
）。
こ
の
よ
う
に
身
分
の
表
象
と
し
て
の
武
器
の

性
格
は
、
神
へ
の
幣
・
神
宝
と
し
て
の
性
格
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
儀
仗
と
し
て
の
盾
で
あ
る
が
、
初
見
は
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
一

（
六
三
九
）
年
十
一
月
条
の
「
是
月
、
皇
太
子
請
二
于
天
皇
一
、
以
作
二
大
楯
及
靫
一
、

又
絵
二
于
旗
幟
一
」
で
あ
り
、
大
楯
や
靫
は
正
月
元
日
の
会
集
の
た
め
の
威
儀
具
で

あ
り
、
律
令
国
家
の
元
日
朝
賀
の
先
駆
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
９
）。『
隋
書
』
倭

人
伝
に
「
其
王
、
朝
会
必
陳
二
設
儀
仗
一
、
奏
二
其
国
楽
一
」
と
あ
っ
て
、
推
古
朝

に
は
儀
仗
を
伴
っ
た
朝
会
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
、
儀
仗
と
し
て
の
盾
は
七
世

紀
前
半
に
登
場
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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最
後
に
葬
具
と
し
て
の
盾
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。「
喪
葬
令
」
の
親
王
一
品
条
に

は
親
王
以
下
に
支
給
す
べ
き
葬
具
の
規
定
が
あ
り
、
親
王
や
諸
臣
の
一
位
及
び
左
右

大
臣
・
太
政
大
臣
に
盾
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
稲
田
奈
津
子
氏
は
、

中
国
の
伝
統
で
あ
る
方
相
や
、
葬
具
と
し
て
支
給
さ
れ
た
鼓
・
大
角
・
幡
・
金
証
・

楯
な
ど
は
唐
の
鹵
簿
令
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
、
新
し
い
要
素
と
さ
れ
る
（
（（
（

。
葬
送
令

の
親
王
一
品
条
に
は
大
宝
令
の
注
釈
書
で
あ
る
古
記
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
大
宝

令
で
も
同
様
の
規
定
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
、
八
世
紀
の
初
頭
に
は
葬
具
と
し
て

の
盾
も
登
場
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
第
二
節
　
出
土
し
た
古
代
の
盾

　

表
１
を
見
る
と
、
盾
の
材
質
と
し
て
は
木
・
革
・
鉄
の
三
種
類
が
あ
る
が
、
出
土

し
た
古
代
の
盾
も
同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
節
で
は
出
土
し
た
古
代
の
盾
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。

①　

木
盾

　

中
川
正
人
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
木
製
盾
の
造
形
技
法
と
系
譜
を
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　

一
九
八
八
年
の
時
点
に
お
い
て
木
製
盾
の
出
土
例
は
、
全
国
三
十
三
遺
跡
八
十
八

点
で
あ
り
、
弥
生
時
代
前
期
か
ら
古
墳
時
代
中
期
に
か
け
て
畿
内
を
中
心
に
東
日
本

の
一
部
、
中
部
地
方
、
北
部
九
州
に
分
布
す
る
ら
し
い
（
（（
（

。

　

ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
モ
ミ
材
の
使
用
、
割
れ
を
少
し
で
も
防
ぐ
目
的
で
板

目
取
り
と
し
、
厚
さ
は
〇
．
六
〜
〇
．
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
約
半
数
を
占

め
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
装
飾
法
と
し
て
は
板
材
に
多
数
穿
孔
し
糸
綴
じ
が
行

わ
れ
（
強
度
を
高
め
る
＋
装
飾
）、
彩
色
の
種
類
は
基
本
的
に
赤
彩
と
黒
彩
が
あ
り
、

赤
彩
の
場
合
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
盾
に
水
銀
朱
を
用
い
る
と
い
う
特
色
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
古
墳
時
代
に
は
装
飾
的
効
果
が
高
ま
り
、
彩
色
法
に
も
黒
漆
塗
が
加
わ

る
。
そ
し
て
盾
の
役
割
は
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
実
践
的
な
盾
か
ら
装
飾
的
な
盾
、

古
墳
時
代
に
は
祭
祀
具
や
副
葬
品
と
し
て
の
盾
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

盾
の
大
き
さ
と
し
て
は
、
弥
生
時
代
中
期
に
は
大
型
の
盾
の
出
土
例
が
み
ら
れ
、

弥
生
時
代
後
期
に
さ
し
か
か
る
と
小
型
の
盾
が
一
定
の
基
準
を
も
っ
て
製
作
さ
れ
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
数
少
な
い
全
長
を
計
り
う
る
盾
の
大
き
さ
と
し
て
は
、
守
山

市
服
部
遺
跡
出
土
盾
（
弥
生
時
代
後
期
）
の
長
さ
五
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
一
．
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
〇
．
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
や
東
大
阪
市
鬼
虎
川

遺
跡
出
土
盾
（
弥
生
時
代
Ⅱ
〜
Ⅳ
期
）
の
長
さ
一
三
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
八
．

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
一
．
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
み
ら
れ
る
（
（（
（

。

②　

革
盾

　

革
盾
は
古
墳
時
代
中
期
に
突
如
と
し
て
古
墳
副
葬
品
と
し
て
登
場
し
た
、
木
枠
に

革
を
張
り
、
刺
し
縫
い
で
文
様
を
表
現
し
た
盾
で
あ
る
。
古
墳
時
代
中
期
に
一
体
の

武
具
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
甲
冑
と
と
も
に
、
古
墳
時
代
後
期
に
は

副
葬
品
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
ら
し
い
（
（（
（

。
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青
木
あ
か
ね
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
検
出
さ
れ
る
漆
皮
膜
の
範
囲
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
革
盾
の
大
き
さ
は
、
高
さ
が
一
四
〇
〜
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
が

五
〇
〜
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
り
（
（（
（

、
彩
色
は
全
面
に
黒
漆
を
塗
布
し
た
も

の
と
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
文
様
に
従
っ
て
一
部
に
赤
い
漆
を
塗
布
し
た
も
の
の
二

種
類
が
あ
り
、
彩
色
が
判
明
す
る
例
で
は
赤
彩
盾
が
二
十
四
面
、
黒
盾
が
十
七
面
存

在
す
る
。
革
盾
の
文
様
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
綾
杉
文
・
菱
形
文
・
鋸
歯
文
・
格

子
文
・
重
弧
文
・
平
行
線
文
・
直
弧
文
で
、
こ
の
う
ち
綾
杉
文
は
文
様
区
画
帯
と
し

て
、
菱
形
文
は
内
区
を
、
鋸
歯
文
は
主
に
外
区
を
構
成
す
る
文
様
と
し
て
ほ
ぼ
普
遍

的
に
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
（（
（

。（
図
１
参
照
）

③　

鉄
盾

　

出
土
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
伝
世
し
た
も
の
に
石
上
神
宮
に
伝
わ
る
二
枚
の
鉄

盾
が
あ
る
。
全
長
約
一
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
方

形
の
盾
で
、
表
面
に
は
黒
漆
が
塗
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
製
作
技
法
か
ら
五
世
紀

代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
重
量
の
点
か
ら
実
践
に
適
さ

な
い
た
め
儀
礼
用
の
盾
だ
と
さ
れ
る
（
（（
（

。
史
料
に
み
る
鉄
盾
も
、
高
麗
国
よ
り
貢
が
れ

た
も
の
で
あ
る
な
ど
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

本
節
を
ま
と
め
る
と
、
古
代
の
盾
の
基
本
的
な
も
の
は
木
盾
と
革
盾
で
あ
り
、
出

土
し
た
実
物
の
木
盾
は
弥
生
時
代
中
期
〜
古
墳
時
代
中
期
の
も
の
で
、
革
盾
も
古
墳

時
代
中
期
に
出
現
し
、
古
墳
時
代
後
期
に
は
古
墳
副
葬
品
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
。

つ
ま
り
、
実
物
の
盾
は
六
世
紀
に
入
る
と
見
ら
れ
な
く
な
る
も
の
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、
盾
形
埴
輪
と
盾
持
人
物
埴
輪
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
盾
形
埴
輪

は
、
蓋
形
埴
輪
と
と
も
に
器
財
埴
輪
と
し
て
初
め
て
四
世
紀
後
半
に
登
場
し
、
六
世

紀
に
入
る
と
製
作
技
法
の
転
換
が
畿
内
の
２
類
（
鋸
歯
文
を
外
区
に
刻
む
）
に
お
い

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
２
類
は
四
世
紀
末
な
い
し
五
世
紀
初
頭
に
登

場
し
、
以
後
盾
形
埴
輪
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
２
類
に
統
一
さ
れ
る
ら
し
い
（
（（
（

。
盾
持
人

物
埴
輪
は
五
世
紀
前
半
に
他
の
人
物
埴
輪
に
先
ん
じ
て
出
現
し
、
埴
輪
祭
祀
が
終
焉

す
る
六
世
紀
後
半
ま
で
衰
退
す
る
こ
と
な
く
継
続
す
る
。
盾
面
の
文
様
は
、
盾
形
埴

輪
と
同
様
に
鋸
歯
文
が
主
体
を
な
し
、
特
に
外
区
を
飾
る
場
合
が
多
い
（
（（
（

。

　

つ
ま
り
、
実
物
の
盾
が
六
世
紀
に
入
る
と
見
ら
れ
な
く
な
る
の
に
対
し
、
盾
形
埴

輪
や
盾
持
人
物
埴
輪
は
六
世
紀
に
入
っ
て
も
存
続
す
る
。
し
か
し
七
世
紀
に
入
り
埴

輪
祭
祀
が
終
焉
を
迎
え
る
と
、
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
盾
の
文
様
と
し

て
の
鋸
歯
文
は
、
革
盾
や
盾
形
埴
輪
や
盾
持
人
物
埴
輪
に
お
い
て
外
区
を
飾
る
文
様

と
し
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
章
　
隼
人
の
楯
に
つ
い
て

　

次
に
、『
延
喜
式
』
の
隼
人
の
楯
に
関
す
る
記
事
や
出
土
し
た
隼
人
の
楯
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
第
一
節
　
延
喜
式
に
み
る
隼
人
の
楯

　

ま
ず
、『
延
喜
式
』
の
当
該
条
文
を
あ
げ
、
隼
人
の
楯
の
基
本
的
な
性
格
を
述
べ

て
お
き
た
い
。

史
料
一
）
凡
威
儀
所
レ
須
横
刀
一
百
九
十
口
、
楯
一
百
八
十
枚
、〈
枚
別
長
五
尺
、

廣
一
尺
八
寸
、
厚
一
寸
、
頭
編
二
著
馬
髪
一
。
以
二
赤
白
土
墨
一
画
二
鈎
形
一
。〉

木
槍
一
百
八
十
竿
、〈
長
一
丈
一
尺
〉
胡
床
一
百
八
十
脚
、
並
収
レ
司
臨
時
出
用
。

若
有
二
破
損
一
、
申
レ
省
修
理
。（
巻
二
十
八　

隼
人
司
、
威
儀
条
）

史
料
二
）
凡
元
日
即
位
及
蕃
客
入
朝
儀
、
官
人
三
人
、
史
生
二
人
率
二
大
衣
二
人
・

番
上
隼
人
廿
人
・
今
来
隼
人
廿
人
・
白
丁
隼
人
一
百
卅
二
人
一
、
分
陣
二
応
天
門

外
之
左
右
一
。〈
蕃
客
入
朝
、
天
皇
不
レ
臨
レ
軒
者
不
レ
陣
〉
群
官
初
入
自
二
胡
床
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一
起
、
今
来
隼
人
発
二
吠
声
一
三
節
。〈
蕃
客
入
朝
、
不
レ
在
二
吠
限
一
〉
其
官
人

著
二
当
色
横
刀
一
、
大
衣
及
番
上
隼
人
著
二
当
色
横
刀
、
白
赤
木
綿
、
耳
形
鬘
一
、

自
余
隼
人
皆
著
二
大
横
布
衫
、〈
襟
袖
著
二
両
面
襴
一
〉
布
袴
、〈
著
二
両
面
襴
一
〉

緋
帛
肩
巾
、
横
刀
、
白
赤
木
綿
、
耳
形
鬘
一
。〈
番
上
隼
人
已
上
横
刀
私
備
〉
執

二
楯
槍
一
並
坐
二
胡
床
一
。（
巻
二
十
八　

隼
人
司
、
大
儀
条
）

　

史
料
一
よ
り
、
楯
と
木
槍
、
胡
床
は
そ
れ
ぞ
れ
百
八
十
ず
つ
揃
え
ら
れ
て
お
り
、

隼
人
司
に
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
破
損
し
た
と
き
は
兵
部
省
に
申
し
て
修
理
す
る

こ
と
、
楯
の
大
き
さ
は
長
さ
五
尺
（
約
一
．
五
一
五
メ
ー
ト
ル
）、
広
さ
一
尺
八
寸

（
約
〇
．
五
四
メ
ー
ト
ル
）、
厚
さ
一
寸
（
約
三
．
〇
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ

る
こ
と
、
楯
の
特
徴
と
し
て
は
頭
に
馬
髪
を
編
み
つ
け
て
あ
り
、
赤
白
土
墨
に
よ
っ

て
鈎
形
を
画
く
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
史
料
二
よ
り
隼
人
の
楯
が
使
用
さ
れ
る
儀

式
は
大
儀
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
二
節
　
出
土
し
た
隼
人
の
楯
に
つ
い
て

　

次
に
出
土
し
た
隼
人
の
楯
を
み
て
い
き
た
い
。
隼
人
の
楯
は
、
平
城
宮
の
西
南
隅

（
一
四
次
調
査
）、
南
面
大
垣
の
内
側
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
方
形
縦
組

の
井
戸
（
Ｓ
Ｅ
一
二
三
〇
）
の
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
井
戸
の
年
代

は
、
八
世
紀
前
半
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
文
様
は
楯
の
表
面
に
は
墨
線

で
渦
文
と
鋸
歯
文
を
描
き
、
全
面
を
白
土
・
墨
・
赤
（
ベ
ン
ガ
ラ
）
の
彩
色
で
埋
め

る
。
渦
文
は
逆
Ｓ
字
形
と
な
る
が
、
こ
れ
に
二
本
の
線
を
加
え
て
黒
・
赤
で
塗
り
分

け
て
複
合
渦
文
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
余
白
部
分
を
白
土
で
塗
彩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

三
重
の
渦
文
を
構
成
す
る
。（
図
２
参
照
）
な
お
、
渦
文
の
彩
色
は
、
赤
・
黒
の
部

分
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
種
類
あ
る
。
鋸
歯
文
は
上
端
と
下
端
に
あ
っ
て
、

連
続
す
る
五
個
の
鋸
歯
を
内
方
に
ず
ら
せ
て
二
段
に
施
文
す
る
。
造
作
は
長
方
形
を

し
た
一
枚
板
か
ら
な
り
、
ヒ
ノ
キ
の
板
目
板
を
用
い
る
。
出
土
し
た
十
五
枚
は
ほ
ぼ

同
じ
大
き
さ
で
（
長
さ
平
均
一
．
五
一
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
平
均
〇
．
四
八
六
メ
ー
ト

ル
、
厚
さ
平
均
二
．
三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
そ
ろ
え
る
規
格
品
で
あ
る
。
頂
部
を

山
形
に
つ
く
り
だ
し
、
表
側
は
中
央
部
を
厚
く
、
両
側
を
や
や
薄
く
し
て
鎬
を
つ
け

る
。
鎬
を
は
さ
ん
で
中
央
部
に
把
手
を
固
定
す
る
た
め
に
二
孔
一
対
の
結
合
孔
を
上

下
に
四
孔
を
あ
け
て
お
り
、
山
形
頭
部
の
木
口
面
に
は
小
孔
が
多
数
あ
る
。（
馬
の

髪
を
編
み
つ
け
る
た
め
の
孔
ヵ
）
裏
面
は
平
坦
面
に
仕
上
げ
、
上
・
下
両
端
に
桟
を

は
め
込
む
た
め
の
横
位
の
溝
を
彫
り
こ
む
。
楯
の
両
面
は
鉇
で
丁
寧
に
削
っ
て
仕
上

げ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
楯
が
木
目
に
沿
っ
て
割
れ
て
お
り
、
使
用
中
に
破
損

し
た
た
め
、
割
れ
目
の
両
面
の
随
所
に
紐
で
結
縛
す
る
た
め
の
補
修
孔
が
あ
け
ら
れ
、

紐
が
残
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
文
様
も
塗
り
直
し
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
出
土
し
た
楯
は
『
延
喜
式
』
に
記
載
さ
れ
た
隼
人
が
大
儀
で
使
用

し
た
楯
の
特
徴
と
一
致
し
、
八
世
紀
前
半
の
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
た
段
階
で
す
で
に



−79−

補
修
し
た
あ
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
八
世
紀
の
初
頭
に
は
、
隼
人

は
楯
と
槍
を
持
っ
て
元
日
朝
賀
儀
に
参
加
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
楯
の
寸

法
か
ら（
槍
に
つ
い
て
も
三
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
）し
て
、史
料
に
は「
執
二
楯
槍
一
」

と
あ
る
が
置
き
楯
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
節
　
隼
人
の
楯
の
文
様
に
つ
い
て

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
隼
人
の
楯
に
は
連
続
三
角
文
（
鋸
歯
文
）
や
渦
巻
文
な
ど
の

文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
連
続
三
角
文
（
鋸
歯
文
）
は
一
章
第
二
節
で
み
た
よ
う
に

古
墳
時
代
に
存
在
し
た
革
盾
や
盾
形
埴
輪
・
盾
持
人
物
埴
輪
の
文
様
と
し
て
も
基
本

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
装
飾
古
墳
で
四
世
紀
中
ご
ろ
に
は
割
竹
形
石
棺
の
蓋

な
ど
に
見
ら
れ
る
直
弧
文
に
起
源
す
る
、
辟
邪
（
魔
除
け
）
の
意
味
を
持
つ
マ
ジ
カ

ル
な
図
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
渦
巻
文
に
つ
い
て
は
、
弥
生
時
代

北
部
九
州
を
中
心
に
南
海
産
の
大
形
巻
貝
イ
モ
ガ
イ
・
ゴ
ホ
ウ
ラ
を
原
材
と
し
た
腕

輪
が
破
魔
の
呪
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
採
用
さ
れ
、
首
長
も
し
く
は
首
長
権
を

象
徴
す
る
代
表
的
な
遺
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
貝
輪
着
装
の
風
習
は
弥
生
中
期
後
半
を

境
に
終
息
す
る
が
、
そ
の
破
魔
の
呪
的
性
格
を
継
承
し
た
イ
モ
ガ
イ
を
源
流
と
す
る

渦
文
・
渦
文
つ
な
ぎ
文
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
を
源
流
と
す
る
巴
文
が
出
現
し
、
武
器
・
武
具
、

祭
祀
遺
物
に
描
か
れ
弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
を
通
じ
て
そ
の
呪
的
性
格
が
伝
承
さ
れ

て
い
っ
た
が
、
隼
人
の
楯
の
渦
文
も
イ
モ
ガ
イ
を
源
流
と
す
る
文
様
で
あ
る
と
い
う
（
（（
（

。

　

連
続
三
角
文
や
渦
巻
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
辟
邪
や
破
魔
な
ど
の
マ
ジ
カ
ル
な

文
様
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
隼
人
の
楯
に
描
か
れ
た
文
様
は
ど
ち

ら
も
魔
除
け
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
章
　
古
代
の
盾
と
隼
人
の
楯

　
第
一
節
　
出
土
し
た
古
代
の
盾
と
の
比
較

　

ま
ず
材
質
で
あ
る
が
、
隼
人
の
楯
は
ヒ
ノ
キ
材
で
あ
る
の
に
対
し
、
出
土
し
た
木

盾
は
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
モ
ミ
材
で
あ
り
、
弥
生
時
代
前
期
か
ら
古
墳
時
代
中
期
に

か
け
て
存
在
し
た
木
盾
と
は
異
な
る
。
大
き
さ
も
出
土
し
た
木
盾
よ
り
は
長
さ
・

幅
・
厚
さ
す
べ
て
大
き
く
、
出
土
し
た
木
盾
と
一
直
線
で
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
長
さ
・
幅
な
ど
革
盾
に
近
い
。

　

文
様
に
つ
い
て
、
鋸
歯
文
は
革
盾
や
盾
形
埴
輪
や
盾
持
人
物
埴
輪
で
も
多
く
用
い

ら
れ
て
い
た
。
渦
文
が
つ
な
が
っ
た
Ｓ
字
文
は
、
考
古
資
料
と
し
て
は
一
般
的
な
文

様
で
は
な
い
ら
し
い
（
（（
（

。
文
様
で
は
な
い
が
、
楯
上
縁
部
の
馬
髪
に
つ
い
て
辰
巳
氏
は
、

古
墳
時
代
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭
の
古
墳
と
み
ら
れ
る
美
園
古
墳
出
土
の
家
形
埴
輪

の
四
面
の
中
央
の
柱
に
描
か
れ
た
、
盾
の
線
刻
画
に
み
る
盾
上
縁
部
の
総
状
の
装
飾

と
同
じ
手
法
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
隼
人
の
楯
の
装
飾
手
法
が
古
墳
時
代
前
期
ま

で
遡
る
こ
と
や
、
そ
う
し
た
装
飾
が
置
盾
に
は
一
般
的
で
あ
っ
た
可
能
性
を
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
（（
（

。
し
か
し
、
出
土
し
た
古
代
の
盾
に
そ
の
よ
う
な
報
告
例
は
な
く
、
埴
輪

に
関
し
て
も
美
園
の
例
以
外
は
管
見
に
ふ
れ
ず
、
一
般
的
な
装
飾
と
は
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
。

　

色
に
関
し
て
は
、
赤
と
黒
は
出
土
し
た
古
代
の
盾
で
も
基
本
的
な
色
で
あ
っ
た
が
、

白
の
報
告
例
は
管
見
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
九
州
の
装
飾
古
墳
の
壁
画
に
は
白
も
み
る

こ
と
が
出
来
る
が
比
較
的
少
数
で
あ
る
よ
う
だ
（
（（
（

。

　

隼
人
の
楯
と
出
土
し
た
古
代
の
盾
の
材
質
・
大
き
さ
・
文
様
・
色
な
ど
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
大
き
さ
と
文
様
の
鋸
歯
文
以
外
は
少
数
例
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
隼
人
の
楯
は
、
何
か
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
盾
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
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な
く
、
あ
る
時
期
に
創
作
さ
れ
た
楯
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
二
節
　
『
延
喜
式
』
に
み
え
る
楯
と
隼
人
の
楯

　

『
延
喜
式
』
に
登
場
し
大
き
さ
の
わ
か
る
楯
に
は
、
１
供
神
料
、
２
伊
勢
神
宮
の

神
宝
、
３
度
会
宮
の
装
束
（
（（
（

、
４
神
楯
（
大

嘗
祭
で
立
て
ら
れ
る
）、
５
追
儺
の
儀
式

で
方
相
が
持
つ
楯
、
６
隼
人
の
楯
が
あ

る
。（
表
２
参
照
）

　

１
・
２
・
３
の
楯
は
木
製
の
楯
で
、
出
土

し
た
木
盾
の
最
大
値
が
長
さ
一
三
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
厚
さ
二
．
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
な
の

で
（
（（
（

、
長
さ
・
幅
に
関
し
て
は
出
土
し
た
木

盾
の
範
囲
内
に
入
っ
て
い
る
。
１
の
楯
は

一
章
第
一
節
で
述
べ
た
盾
の
用
途
の
分

類
で
は
神
へ
の
幣
に
あ
た
り
、
２
・
３
の

楯
は
神
宝
に
あ
た
る
。
神
へ
の
幣
と
し
て

の
武
器
＝
神
宝
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し

た
。
そ
し
て
１
・
２
・
３
の
楯
は
出
土
し
た

木
盾
と
大
き
さ
が
一
致
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
楯
は
古
墳
時
代
の
祭
祀

具
や
副
葬
品
と
し
て
の
盾
に
系
譜
を
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

４
の
楯
は
元
日
朝
賀
（
ま
た
は
即

位
）
の
大
楯
か
ら
派
生
し
て
、「
神
楯
」

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
と
す
る
と
、
推
古
十
一
年
十
一

月
条
に
登
場
す
る
正
月
朝
賀
の
原
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る
儀
式
に
立
て
ら
れ
た
大
楯

に
起
源
が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
孝
徳
天
皇
の
即
位
で
は
金
の
靫
が
用
い
ら
れ
て
楯
は

登
場
せ
ず
（
（（
（

、
持
統
天
皇
の
即
位
・
元
日
朝
賀
儀
に
お
い
て
「
大
楯
」
が
立
て
ら
れ
て

い
る
（
（（
（

。
神
楯
は
物
部
氏
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
が
、
物
部
氏
が
大
楯
を
立
て
た
初
見

記
事
が
持
統
天
皇
の
即
位
・
元
日
朝
賀
儀
で
あ
り
、
神
楯
の
直
接
的
前
身
は
持
統
朝

の
大
楯
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
小
林
行
雄
氏
は
豊
中
市
桜
塚
狐
塚
古
墳
出
土
の
革
盾

を
検
討
し
て
、
盾
の
表
面
に
は
黒
漆
が
塗
っ
て
あ
る
こ
と
、
盾
は
目
の
字
形
の
木
製

の
枠
に
革
が
貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
糸
で
刺
し
あ
ら
わ
し
た
幾
何
学
的
な

装
飾
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
（（
（

。
ま
た
、
延
喜
武
庫
寮
式
の
大
嘗
会
条
か
ら
、

神
楯
は
黒
牛
革
に
掃
墨
・
膠
・
酒
を
混
合
し
た
塗
料
を
塗
布
し
た
も
の
で
、
目
字
形

の
木
製
の
枠
に
革
が
貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
（（
（

。
革
製
で
目
の
字
形

の
木
枠
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
、
漆
と
膠
の
違
い
は
あ
る
が
革
に
は
塗
料
が
塗
布
さ

れ
て
い
る
点
な
ど
、
か
な
り
出
土
し
た
革
盾
に
近
い
。
ま
た
、
神
楯
が
丹
波
の
楯
縫

氏
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
糸
で
刺
し
あ
ら
わ
し
た
装
飾
が
存
在
し

た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
神
楯
は
古
墳
時
代
中
期
に
存
在
し
た
革
盾
を
倍

の
大
き
さ
に
し
た
よ
う
な
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

５
の
楯
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
追
儺
（
大
儺
（
（（
（

）
の
初
見
は
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三

（
七
〇
七
）
年
是
年
条
で
あ
り
、
八
世
紀
初
頭
以
降
の
登
場
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

追
儺
と
は
、
宮
廷
で
大
晦
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
方
相
氏
・
振
子
ら
に
よ
る
疫
鬼
追
放

の
儀
式
で
あ
る
が
、
方
相
氏
は
黄
金
の
四
つ
目
の
仮
面
を
つ
け
て
、
玄
の
衣
と
赤
の

裳
を
着
、
盾
と
戈
を
持
っ
て
疫
鬼
を
追
放
す
る
（
（（
（

。
中
国
の
方
相
氏
は
大
儺
や
喪
儀
の

際
に
先
導
を
な
し
、
邪
鬼
の
駆
逐
、
霊
柩
の
防
護
を
つ
と
め
る
ら
し
い
（
（（
（

。
日
本
の

「
喪
葬
令
」
で
も
一
品
の
親
王
と
太
政
大
臣
の
葬
儀
で
は
方
相
氏
が
轜
車
（
葬
車
）

楯名 長さ 幅 厚さ 出典
１ 供神料 ３尺６寸（106.9） ８寸（23.8） ４分（1.2） 巻34、供神料条

２ 伊勢神宝 ４尺４寸５分（132.2）
上　１尺３寸５分（40.1）

１寸（3.0） 巻４、神宝条
下　１尺４寸（41.6）

３ 度会宮神宝 ４尺６寸（136.6） １尺４寸（41.6） 巻４、相殿条

４ 神楯（大嘗祭） １丈２尺（368）
上　３尺９寸（115.9）

２寸（5.9） 巻49、大嘗会条中　４尺７寸（139.6）
下　４尺４寸５分（132.2）

５ 追儺 ５尺（148.5） １尺５寸（44.6） 巻13、追儺条
６ 隼人楯 ５尺（148.5） １尺８寸（53.5） １寸（3.0） 巻28、威儀条

表２　　延喜式にみる楯の寸法　　　（　）内の数字の単位は㎝
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を
先
導
す
る
規
定
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
方
相
氏
に
は
古
記
の
注
釈
が
存
在
す
る
（
（（
（

。

よ
っ
て
、
追
儺
の
儀
の
楯
と
同
一
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
方
相
氏
の
持
つ
楯
は

八
世
紀
初
頭
に
は
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

６
の
隼
人
の
楯
が
大
儀
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
浄
御

原
令
制
定
後
初
め
て
行
わ
れ
た
の
が
持
統
四
年
の
元
日
朝
賀
・
即
位
儀
で
あ
り
、
令

制
下
で
恒
例
と
な
る
物
部
氏
に
よ
る
大
楯
の
樹
立
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
儀
式
に
隼
人

が
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
別
稿
で
論
じ
た
（
（（
（

。
こ
の
時
隼
人
の
楯
が
存
在
し
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
八
世
紀
初
頭
に
は
存
在
し
て
い
た
。

　

４
・
５
・
６
の
楯
は
盾
の
用
途
の
分
類
で
は
儀
仗
に
あ
た
る
が
、
い
ず
れ
も
七
世
紀

末
〜
八
世
紀
初
頭
の
律
令
制
形
成
・
成
立
期
に
登
場
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

古
墳
時
代
に
存
在
す
る
木
盾
や
革
盾
と
同
一
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
改
変
が
加
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
点
も
共
通
す
る
。
七
世
紀
後
半
の
日
本
で
は
当
該
期
の
中
国
の
国

制
に
範
を
求
め
た
が
、
中
国
で
は
礼
と
律
令
法
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
中
国

に
お
け
る
礼
は
儀
礼
と
し
て
作
法
・
振
る
舞
い
な
ど
が
定
式
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
律
令
制
形
成
・
成
立
期
の
日
本
に
お
い
て
儀
礼
の
整
備
が
目
指
さ
れ
る
の
も
当

然
の
こ
と
と
い
え
る
。
元
日
朝
賀
・
蕃
客
入
朝
・
追
儺
な
ど
は
も
と
も
と
中
国
に
範

を
お
く
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
中
で
使
用
さ
れ
る
楯
も
日
本
古
来
の
も
の
で
は
な
く
、

新
た
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
古
来
の
盾
に
改
変

を
加
え
て
新
た
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
追
儺
の
楯
と
隼
人
の
楯
の
長
さ

が
同
一
で
あ
る
と
い
う
も
の
示
唆
的
で
あ
る
。

　

今
述
べ
た
の
は
、
隼
人
の
楯
が
儀
仗
の
盾
と
し
て
４
・
５
と
共
通
す
る
点
で
あ
っ

た
が
、
異
な
る
点
も
存
在
す
る
。
隼
人
の
楯
は
『
延
喜
式
』
に
登
場
す
る
楯
の
な
か

で
、
唯
一
文
様
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
隼
人
の
楯
の
文
様
に
は
辟
邪

や
破
魔
の
意
味
が
あ
る
こ
と
は
二
章
三
節
で
述
べ
た
。
疫
鬼
を
追
放
す
る
方
相
氏
の

楯
に
も
文
様
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
文
様
に
関
す
る
記
載
は

な
い
。
そ
の
点
に
隼
人
の
楯
創
出
当
時
の
隼
人
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
方
相
氏
に
な
る
の
は
大
舎
人
の
長
身
の
者
で
、
大
舎
人
に
な
れ
る
の
は
三
十
一

歳
以
上
の
五
位
以
上
の
子
孫
や
内
六
位
以
下
八
位
以
上
の
嫡
子
で
あ
る
（
（（
（

。
そ
れ
に
対

し
て
隼
人
は
、
当
時
の
日
本
が
帝
国
構
造
を
も
っ
た
国
家
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

に
、
民
族
に
擬
製
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
中
村
氏
は
隼
人
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の

は
、
吠
声
に
代
表
さ
れ
る
呪
的
能
力
で
あ
る
と
し
、
隼
人
の
周
辺
に
多
用
さ
れ
る
赤

色
は
、
隼
人
の
呪
力
の
効
果
を
高
め
る
と
の
意
識
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ま
た
、
儀
式
の
場
に
お
け
る
隼
人
の
装
束
に
は
、
天
皇
の
異
族
支
配
を

誇
示
す
る
一
面
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
異
族
と
さ
れ
る
隼
人
と
、
そ
の
異
族
に
よ
っ
て

天
皇
が
守
護
さ
れ
、
呪
術
能
力
を
期
待
さ
れ
る
と
い
う
、
隼
人
の
二
面
性
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
（
（（
（

が
、
首
肯
す
べ
き
意
見
で
あ
ろ
う
。
中
村
氏
の
見
解
に
文

様
の
意
味
を
加
味
す
れ
ば
、
隼
人
が
楯
を
持
っ
て
大
儀
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
呪
的

能
力
を
持
つ
異
族
で
あ
る
隼
人
が
辟
邪
や
破
魔
の
楯
を
持
ち
、
儀
式
空
間
を
清
浄
に

保
つ
と
い
う
意
味
が
あ
ろ
う
。
隼
人
の
楯
と
は
、
帝
国
構
造
の
表
出
と
儀
式
空
間
の

清
浄
性
の
た
め
に
創
出
さ
れ
た
楯
と
い
え
る
と
思
う
。

　
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①
古
代
史
料
に
み
る
盾
を
用
途
と
い
う
点
で
分
類
す
る
と
、
武
器
、
神
へ
の
幣
、
神

宝
、
身
分
の
表
象
、
儀
仗
、
葬
具
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
隼
人
の
楯
は
儀
仗

に
分
類
で
き
る
。

②
出
土
し
た
古
代
の
盾
に
は
、
木
盾
・
革
盾
・
鉄
盾
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
木
盾
と
革
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盾
が
古
代
の
盾
と
し
て
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
六
世
紀
に
は
み
ら

れ
な
く
な
る
。

③
『
延
喜
式
』
に
記
載
さ
れ
た
隼
人
が
大
儀
で
使
用
し
た
楯
と
特
徴
が
一
致
す
る
盾

が
平
城
宮
の
八
世
紀
前
半
と
思
わ
れ
る
井
戸
か
ら
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
る
か
た
ち

で
出
土
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
補
修
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
隼
人
の
楯

は
八
世
紀
初
頭
に
は
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

④
隼
人
の
楯
の
文
様
は
連
続
三
角
文
（
鋸
歯
文
）
や
渦
巻
文
が
つ
な
が
っ
た
Ｓ
字
文

で
あ
っ
た
が
、
辟
邪
や
破
魔
の
意
味
を
持
つ
文
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
土
し
た

古
代
の
盾
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
鋸
歯
文
は
古
墳
時
代
の
革
盾
や
盾
形
埴
輪
や
盾

持
人
物
埴
輪
で
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
Ｓ
字
文
は
少
数
例
し
か
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
盾
の
材
質
や
大
き
さ
な
ど
も
木
盾
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
隼
人
の
楯

に
は
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
盾
は
存
在
せ
ず
、
あ
る
時
期
に
創
作
さ
れ
た
楯
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
儀
仗
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
盾
は
、
七
世
紀
末
〜
八
世
紀
初
頭
の
律
令
制
形

成
・
成
立
期
に
登
場
が
確
か
め
ら
れ
、
か
つ
古
墳
時
代
に
存
在
す
る
木
盾
や
革
盾

と
同
一
の
も
の
で
は
な
く
何
ら
か
の
改
変
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
律
令
制
と

と
も
に
儀
礼
を
整
備
す
る
中
で
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑥
隼
人
の
楯
は
儀
仗
に
分
類
さ
れ
る
盾
と
⑤
で
述
べ
た
共
通
点
が
あ
る
が
、
文
様
の

存
在
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
に
当
時
の
隼
人
観
が
現
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
、
文
様
の
意
味
も
加
味
す
る
と
、
隼
人
の
楯
は
帝
国
構
造
の
表
出
と
儀
式

空
間
の
清
浄
性
の
保
持
の
た
め
に
創
出
し
た
楯
と
い
え
る
。

　

以
上
、
隼
人
の
楯
に
つ
い
て
古
代
史
料
に
み
る
盾
や
出
土
し
た
盾
と
比
較
し
な
が

ら
考
察
し
て
き
た
が
、
大
儀
で
隼
人
が
持
つ
の
は
楯
と
桙
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
延

喜
式
』
に
登
場
す
る
楯
も
す
べ
て
桙
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
榎
村
氏
は
、「
楯

桙
」
の
セ
ッ
ト
の
成
立
が
令
制
以
前
に
は
遡
ら
な
い
新
し
い
も
の
で
あ
る
と
論
じ
、

祭
祀
に
楯
と
桙
を
セ
ッ
ト
と
し
て
用
い
る
例
が
中
国
で
は
漢
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
確
認
で
き
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
隼
人
の
楯
の
出
現
時
期
や
、
律
令
制
形

成
・
成
立
期
の
儀
礼
の
整
備
を
考
え
る
上
で
も
桙
に
関
す
る
分
析
は
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
の
課
題
と
し
擱
筆
し
た
い
。

図
の
出
典

図
１
：
橋
本
達
也
「
盾
の
系
譜
」（
大
阪
大
学
考
古
学
研
究
室
編
『
国
家
形
成
期
の

考
古
学
︲
大
阪
大
学
考
古
学
研
究
室
10
周
年
記
念
論
集
︲
』
一
九
九
九
年
）

四
七
六
頁
。

図
２
：『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅸ　

宮
城
門
・
宮
垣
の
調
査
』
奈
良
文
化
財
研
究

所
、
一
九
七
八
年
、
Ｐ
Ｌ
14
。

　
注

（
１
）『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅸ　

宮
城
門
・
宮
垣
の
調
査
』
奈
良
文
化
財
研
究

所
、
一
九
七
八
年
、
六
二
頁
。

（
２
）
坪
井
清
足
「
隼
人
楯
」（
金
関
丈
夫
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
民
族
と
南

方
文
化
』
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）。

（
３
）
﨑
田
一
郎
「
隼
人
の
楯
の
文
様
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
西
都
原
考
古
博
物

館
研
究
紀
要
』
七
、二
〇
一
一
年
）。

　

﨑
田
氏
は
Ｓ
字
文
が
南
九
州
で
太
古
か
ら
描
か
れ
て
い
た
文
様
で
あ
る
と
す
る
根

拠
に
上
野
原
遺
跡
出
土
の
縄
文
時
代
早
期
の
Ｓ
字
文
様
の
あ
る
耳
栓
を
あ
げ
る
が
、

縄
文
時
代
早
期
と
八
世
紀
で
は
時
間
が
開
き
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

紀
元
前
か
ら
南
九
州
と
南
西
諸
島
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
の
根
拠
に
木
下

尚
子
氏
の
「
貝
の
道
」
の
存
在
を
あ
げ
る
が
、
木
下
氏
が
「
貝
の
道
」
が
存
在
す
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る
と
し
て
い
る
南
島
は
沖
縄
諸
島
以
北
で
あ
り
（
木
下
尚
子
「
古
墳
時
代
の
貝

釧
・
貝
の
道
︲
３
〜
８
世
紀
の
南
島
交
易
」『
南
島
貝
文
化
の
研
究　

貝
の
道
の

考
古
学
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
二
七
三
頁
）、
﨑
田
氏
が
祭
祀
や

儀
礼
を
検
討
し
た
宮
古
島
や
波
照
間
島
は
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
点
も
再
検
討
の

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
４
）
中
村
明
蔵
「
隼
人
の
楯　

隼
人
と
赤
色
︱
そ
の
服
属
儀
礼
と
呪
術
に
関
連

し
て
︱
」（『
古
代
隼
人
社
会
の
構
造
と
展
開
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
八
）。
な
お
、

中
村
氏
は
「
群
官
初
入
隼
人
発
レ
声
、
立
定
乃
止
。
進
二
於
楯
前
一
、
拍
レ
手
歌

舞
」（『
延
喜
式
』
巻
七
、
神
祇
、
践
祚
大
嘗
祭
、
班
幣
条
）
か
ら
、
隼
人
の
歌
舞

は
隼
人
の
楯
を
立
て
並
べ
た
前
で
奏
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
二
八
四
〜

二
八
五
頁
）。
大
嘗
祭
で
の
隼
人
の
歌
舞
に
つ
い
て
は
「
歌
舞
人
等
、（
割
注
略
）

従
二
興
禮
門
一
参
二
入
御
在
所
屏
外
一
、
北
向
立
奏
二
風
俗
歌
舞
一
」（
巻
二
十
八
、

隼
人
司
、
大
嘗
条
）
と
あ
り
、
興
禮
門
か
ら
入
っ
て
御
在
所
の
屏
の
外
に
北
向
き

立
ち
、
歌
舞
を
奏
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
の
御
在
所
（
天
皇
の
居
所
）
は

悠
紀
殿
（
大
嘗
宮
の
一
つ
）
で
あ
り
（『
延
喜
式
』
巻
七
、
神
祇
・
践
祚
大
嘗
祭

班
幣
条
）、「
立
二
大
嘗
宮
南
北
門
神
楯
戟
一
」（『
延
喜
式
』
巻
七
、
神
祇
、
践
祚

大
嘗
祭
、
班
幣
条
）
と
あ
る
よ
う
に
大
嘗
宮
の
南
北
の
門
に
は
神
楯
が
立
て
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
隼
人
は
興
禮
門
か
ら
入
り
大
嘗
宮
を
囲
む
屏
の
外

に
北
向
き
に
立
っ
て
、
大
嘗
宮
の
南
の
門
に
立
て
ら
れ
た
神
楯
の
前
で
歌
舞
を
奏

し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
５
）
佐
々
田
悠
「
律
令
制
祭
祀
の
形
成
過
程
︲
天
武
朝
の
意
義
の
再
検
討
︲
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
︲
一
二
、二
〇
〇
二
年
）
五
〇
頁
。

（
６
）
三
宅
和
朗
「『
延
喜
式
』
祝
詞
の
成
立
」（『
古
代
国
家
の
神
祇
と
祭
祀
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
一
一
三
頁
。

（
７
）
大
津
透
「
鏡
と
剣
︲
王
権
の
レ
ガ
リ
ア
」（『
天
皇
の
歴
史　

01
』
講
談
社
、

二
〇
一
〇
年
）
七
三
頁
。

（
８
）
鈴
木
景
二
「
律
令
国
家
と
神
祇
・
仏
教
」（『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史　

第
三

巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
二
九
五
頁
。

（
９
）
黒
須
利
夫
「
大
儀
の
系
譜
︲
律
令
国
家
の
威
儀
を
め
ぐ
る
一
考
察
︲
」（『
歴

史
人
類
』
第
二
四
号
、
一
九
九
六
年
）
八
頁
。

（
10
）
稲
田
奈
津
子
「
日
本
古
代
喪
葬
儀
礼
の
特
質
︲
喪
葬
令
か
ら
み
た
天
皇
と
氏

︲
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
九
︲
九
、二
〇
〇
〇
年
）
二
二
頁
。

（
11
）
中
川
正
人
「
木
製
盾
の
造
形
技
法
と
系
譜
」（『
琵
琶
湖
開
発
事
業
関
連
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
２　

赤
野
井
湾
遺
跡　

第
４
分
冊
』
滋
賀
県
教
育
委
員

会
、（
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
、
一
九
九
八
年
）
三
〇
〇
頁
。

（
12
）
中
川
、
注
（
11
）
論
文
に
同
じ
、
三
〇
四
頁
。

（
13
）
中
川
、
注
（
11
）
論
文
に
同
じ
、
三
一
三
頁
。

（
14
）
橋
本
達
也
「
弥
生
・
古
墳
時
代
に
お
け
る
盾
の
系
譜
」（『
季
刊　

考
古
学
』

第
七
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
15
）
青
木
あ
か
ね
「
古
墳
出
土
革
盾
の
構
造
と
そ
の
変
遷
」（『
古
文
化
談
叢
』
第

四
九
集
、
二
〇
〇
三
年
）
五
五
頁
。

（
16
）
青
木
、
注
（
15
）
論
文
に
同
じ
、
六
〇
〜
六
一
頁
。

（
17
）
辰
巳
和
弘
「
家
形
埴
輪
考
︲
美
園
古
墳
出
土
例
を
め
ぐ
っ
て
︲
」（
横
田
健

一
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
一
五
冊
、
塙
書
房
、
一
九
八
七

年
）
一
二
七
頁
。

（
18
）
高
橋
克
壽「
器
財
埴
輪
」（
石
野
博
信
・
岩
崎
卓
也
・
河
上
邦
彦
・
白
石
太
一
郎
編

『
古
墳
時
代
の
研
究　

第
九
巻
』雄
山
閣
出
版
、一
九
九
二
年
）九
二
頁
。

（
19
）
塩
谷
修
「
盾
持
人
物
埴
輪
の
特
質
と
そ
の
意
義
」（
三
浦
正
人
ほ
か
編
『
日
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本
考
古
学
の
基
礎
研
究
』
茨
城
大
学
人
文
学
部
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
〇
一
年
）

一
九
四
・
二
〇
五
頁
。

（
20
）
注
（
１
）
文
献
に
同
じ
、
一
五
三
頁
。

（
21
）
注
（
１
）
文
献
に
同
じ
、
六
二
頁
。

（
22
）
白
石
太
一
郎
「
古
墳
壁
画
の
語
る
も
の
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
装

飾
古
墳
が
語
る
も
の
』
一
九
九
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）
八
〇
頁
。

（
23
）
橋
口
達
也
「
貝
輪
源
流
の
文
様
論
」（
永
井
昌
文
教
授
退
官
記
念
論
文
集

刊
行
会
編
『
日
本
民
族
・
文
化
の
生
成　

１
』
六
興
出
版
、
一
九
八
八
年
）

四
七
五
・
四
八
〇
頁
。

（
24
）
橋
本
達
也
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
25
）
辰
巳
、
注
（
17
）
論
文
に
同
じ
、
一
二
七
頁
。

（
26
）
山
崎
一
雄
「
彩
色
壁
画
の
顔
料
」（
乙
益
重
隆
編
『
古
代
史
発
掘　

８　

装

飾
古
墳
と
文
様
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）
一
二
九
頁
。

（
27
）
度
会
宮
に
は
本
来
神
宝
は
奉
ら
れ
な
い
が
、
神
宝
の
一
種
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。（『
訳
注　

日
本
史
料　

延
喜
式　

上
』
集
英
社
、
二
〇
〇
〇

年
）
二
四
一
頁
。

（
28
）
中
川
、
注
（
11
）
論
文
に
同
じ
、
三
一
三
頁
。

（
29
）
榎
村
寛
之
「
物
部
の
楯
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
」（『
律
令
天
皇
制
祭
祀
の

研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）
八
三
頁
。

（
30
）『
日
本
書
紀
』
孝
徳
即
位
前
。

（
31
）『
日
本
書
紀
』
持
統
四
（
六
九
〇
）
年
正
月
戊
寅
朔
条
。

（
32
）
小
林
行
雄
「
革
の
盾
」（『
古
代
の
技
術
』
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）
八
四
〜

八
六
頁
。

（
33
）
小
林
、
注
（
32
）
論
文
に
同
じ
、
九
〇
〜
九
二
頁
。

（
34
）「
大
儺
」
は
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
（
八
七
〇
）
年
十
二
月
二
十
九

日
条
で
「
追
儺
」
と
表
現
さ
れ
、
そ
の
後
数
年
間
「
大
儺
」
と
「
追
儺
」
が
混

在
す
る
期
間
が
あ
り
、
の
ち
「
追
儺
」
に
定
着
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
特

別
展　

王
朝
人
の
四
季
︲
平
安
の
年
中
行
事
と
斎
宮
︲
』
斎
宮
歴
史
博
物
館
、

二
〇
〇
二
年
、
六
六
頁
）。

（
35
）『
内
裏
式
』
十
二
月
大
儺
条
。

（
36
）
上
田
早
苗
「
方
相
氏
の
諸
相
」（『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集　

10
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
八
年
）
三
四
五
頁
。

（
37
）『
令
集
解
』
巻
四
十
、
喪
葬
令
、
親
王
一
品
条
。

（
38
）
拙
稿
「
元
日
朝
賀
儀
・
即
位
式
と
隼
人
」（
舘
野
和
己
編
『
日
本
古
代
都
城

論
集
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
掲
載
予
定
。

（
39
）
大
隅
清
陽
「
律
令
制
と
礼
の
受
容
」（『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
三
三
五
頁
。

（
40
）『
養
老
令
』
巻
六　

軍
防
令　

五
位
以
上
子
孫
条
、
内
六
位
条
。

（
41
）
永
山
修
一
「
隼
人
の
登
場
」（『
隼
人
と
古
代
日
本
』
同
成
社
、
二
〇
〇
九

年
）
四
一
頁
。

（
42
）
中
村
、
注
（
４
）
論
文
、
三
〇
四
頁
。

（
43
）
榎
村
、
注
（
29
）
論
文
。

付
記

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
鹿
児
島
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
橋
本
達
也
氏
に

は
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
参
考
文
献
を
提
供
い
た
だ
く
な
ど
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
た
け
も
り
と
も
こ　

本
館
学
芸
課
資
料
調
査
編
集
員
）




